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六
月
一
四
日
偲
道
関
係
樋
閲
を
対
象
に
．

昨
年
四
月
に
択
伐
し
た
知
床
国
有
梓
（
三

一
九
）
階
案
内
Ｌ
堂
し
た
。

呑
加
し
た
細
道
面
侭
田
閲
。
新
同
社
九

社
．
テ
レ
ビ
関
係
五
社
で
あ
り
。
択
伐
後

一
年
二
カ
月
た
っ
た
現
地
状
況
を
実
際
に
・

見
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

二
十
年
的
の
択
伐
跡
地
に
は
。
ト
ド
マ

若
返
る
「
知
床
」

冥悪．１号吟ユｇＳＳ ９． 

桃伐按の天然吏新状況を説明する小合所長

昨
年
四
月
．
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
呉
材
に
よ
り
択
伐

実
行
し
た
．
旧
斜
里
事
裏
区
三
一
九
椋
班
に
．
今

年
も
ク
マ
ゲ
ラ
が
宮
巣
Ｌ
、
無
事
三
羽
の
龍
が
六

月
二
二
日
県
だ
ち
ま
し
た
．

こ
の
ク
マ
ゲ
ラ
は
昨
年
択
伐
実
行
後
の
五
月
二

八
日
に
．
當
巣
し
て
い
る
こ
と
を
兎
腿
し
た
も
の

で
．
今
年
も
宮
巣
す
る
か
注
還
し
て
い
た
も
の
で

す
．
五
月
一
七
日
に
穂
腿
．
具
だ
ち
里
で
の
あ
い

●
●
 

で
．
今
年
も
宮
巣
す
る
か
注
－

す
．
五
月
一
七
日
に
穂
腿
？

だ
観
寮
Ｌ
・
写
真
掻
形
や
ビ

デ
オ
に
舷
画
し
、
六
月
二
二

日
に
赴
依
の
一
羽
が
無
事
巣

だ
ち
堂
し
た
。

皇
た
．
択
伐
路
地
の
他
の

野
凡
に
つ
い
て
．
有
沢
東
大

助
手
に
頂
交
し
て
い
た
だ
色

ア
オ
ジ
・
ヅ
ッ
ド
リ
・
キ
ピ

タ
キ
・
ウ
グ
イ
ス
・
ミ
ヤ
マ

カ
ヶ
ス
・
ヒ
ガ
ラ
・
ミ
ソ
サ

ザ
イ
巻
ど
一
八
■
餌
を
掘
蝿

し
て
お
り
．
探
烏
会
を
ど
で

見
ら
れ
る
碩
額
と
。
大
差
が

ク
マ
ゲ
ラ
巣
立
つ

Ｉ 

斜
里
町
主
催
の
知
床
自
銭
牧
童
が
．
七
月

三
十
一
日
～
八
月
六
日
段
で
の
七
日
ｎ
行
わ

れ
．
知
床
鰹
梓
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
、
田
ロ
企

画
係
長
が
孤
師
と
し
て
参
加
し
望
し
た
．

知
床
自
然
教
室
と
は
、
斜
里
可
で
実
随
し

て
い
る
知
床
百
平
方
メ
ー
ト
ル
辺
助
参
加
者

の
子
弟
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

ヅ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
シ
ナ
・
キ
ハ
ダ
等
が
良
好

に
天
然
更
閲
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
．
今
回
の

随
楽
地
全
体
ぞ
兜
わ
た
せ
る
「
ア
カ
ゲ
ラ
台
』

で
一
伐
採
跡
地
の
景
観
は
以
前
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
を
い
』
と
の
説
明
や
。
択
伐
試

験
地
内
に
樋
戦
し
た
．
ミ
ズ
ナ
ラ
ボ
ッ
ト
苗

の
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
活
著
し
て
爪
閃
に
生

育
し
て
い
る
よ
う
す
や
．
天
然
の
ミ
ズ
ナ
ラ

ト
ド
マ
ツ
の
碓
樹
も
多
散
発
生
し
て
い
る
櫨

干
な
ど
．
択
伐
に
よ
っ
て
嚢
林
が
若
返
っ
て

い
る
状
躯
を
．
眼
前
に
見
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
よ
り
．
択
伐
の
効
果
や
量
観
に
十
分
毘

慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
蝉
た
だ
い

た
よ
う
で
し
た
．

を
い
と
の
こ
と
で
し
た
．

助
物
に
つ
い
て
値
．
今
年
尋
以
降
択
伐
路
地
で

一
一
～
三
顔
の
ヒ
グ
マ
の
兄
路
と
皮
を
砠
皿
．
エ
ゾ

シ
カ
・
キ
タ
キ
ッ
ネ
・
エ
ゾ
リ
ス
・
シ
マ
リ
ス
・

エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
ー
な
ど
芒
目
視
す
る
蜜
ど
．
択
伐

田
六
十
一
年
十
月
か
ら
六
十
二
年
一
二
月
里
で
計
六

回
．
延
べ
百
五
十
五
人
を
費
や
し
て
行
っ
た
．
野

生
助
物
鯛
在
と
ほ
ぼ
同
じ
種
類
が
砺
腿
さ
れ
て
い

設
寸
．
択
伐
前
に
一
部
で
心
毘
さ
れ
た
野
生
動
物

へ
の
彫
仔
は
・
掴
と
ん
ど
み
ら
れ
を
い
よ
う
で
す
。

知
床
轟
林
セ
ン
タ
ー
の
動
き
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
．
「
知
床
の
蝶
か
ら
」
（
題
字
・
西

川
瀞
二
閥
支
官
毎
）
を
発
行
い
た
し
堂
す
。

御
璽
銃
お
願
い
い
た
し
望
す
・

所
長
小
合
慣
也

子
供
達
が
知
床
国
立
公
圃
内
で
野
外
キ
ャ
ン
プ

生
活
を
通
し
て
．
知
床
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ

を
体
吐
す
ら
と
い
う
も
の
で
す
。

ラ
ウ
ス
岳
登
山
を
一
拍
二
日
で
行
い
・
東
京

周
辺
の
子
供
通
三
十
一
名
が
。
岩
尾
別
川
と
登

山
道
周
辺
の
轟
林
観
察
を
行
い
生
し
た
。

山
小
屋
で
の
夕
★
後
。
轟
井
牧
室
を
閲
噂
・

轟
林
の
効
用
・
木
材
の
有
効
利
用
な
ど
に
つ
い

て
指
導
し
堂
し
た
。

日
頃
、
轟
林
や
木
材
に
塗
じ
み
の
塗
い
郁
会

の
子
供
連
は
。
雄
大
な
自
然
に
歓
声
を
あ
げ
・

燥
林
の
働
噂
や
木
の
名
前
を
メ
モ
し
た
り
．
エ

ゾ
マ
ツ
の
大
木
を
指
差
し
？
何
年
た
っ
た
ら
あ

の
よ
う
に
大
懲
く
む
ろ
の
？
あ
の
よ
う
轌
木
が

何
本
あ
っ
た
ら
家
が
で
き
る
の
？
と
か
の
賛
同

が
あ
り
．
子
供
連
は
自
然
と
燥
林
に
つ
い
て
の
・

知
織
も
待
た
｝
』
と
に
再
び
砦
母
じ
て
い
虫
し
た
。

欣
鞆
報
恩
型
沐
の
圭
燕
か
ら
」
尹
起
行

､ 

三羽のどに餌を与える凶のクマゲラ


